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はじめに 
 

◎  歴史背景 
 

Ⅰ台北帝国大学（1928-1945） 
 

  Ⅱ国立台湾大学（1945-現在） 

台北帝国大学時代の正門 国立台湾大学の正門



旧総図書館（現校史館）

 

◎  1984年から台湾、日本、東南アジア、アジア 

四つの地域研究の資料コーナーを設けた。 

◎  日本研究の資料収集重点（哲学、宗教、教育、歴史、

地理、社会科学、 用科学応 、言語、文学、芸術） 

◎  日本近代史及び日本文学 

◎  明治期の旧籍（古代から近現代まで） 



新総図書館

 

 日本研究文献 

Ⅰ日本語善本と線装書 

Ⅱ植民地時代における日本人の研究 

  ＊伊能文庫 

  ＊田代文庫 

  ＊台湾旧写真 

  ＊『臺灣時報』 

  ＊台湾宗教、民俗資料、図録 



 

Ⅲ原住民関係 

 ＊「蕃人所要地調査書」 
 ＊「蕃人調査表」 
 

Ⅳ法律関係の旧籍と統計資料 

 ＊台湾法実証データベース 

 ＊台湾日治時代統計データベース 
 

総図書館の全景



一、日本語の善本 
 

◎ 桃木文庫（540部、4859冊） 
 

◎ 長沢文庫（485部、1073冊） 
 

◎ 上田文庫（331部、332冊） 

 
 

その他 2272部、8598冊 



台湾大学図書館の珍蔵室

台湾大学図書館の善本書庫



（1）桃木文庫 

◎  原 者：桃木武平応  

◎  昭和 4（1929）年 3月 21日 

  神戸の「白雲堂」から購入 

 

 



文献名 卷数 作者 年代 分類 
古事記頭書 三卷 賀茂真渕  朽木文庫桃木 

書院蔵書在印 
古事記頭書 三卷 田安宗武  朽木文庫桃木 

書院蔵書在印 
日本書紀神代卷 下卷一冊  嘉吉二年 

（1442） 
古写本(円威本) 
(世界の孤本) 

日本書紀神代卷 下卷一冊  文亀三年 
（1503） 

古写本 

日本書紀神代卷 上下卷二冊  室町末期 古写本 
日本書紀神代卷 上下卷二冊  慶長九年 

（1604） 
古写本 

日本書紀神代卷 上下卷二冊  江戸初期 古写本 
日本書紀神代卷 上卷一冊  江戸初期 古写本 

 

「桃木文庫」『古事記』と『日本書紀』の版本



『日本書紀』の二つの版本



『古事記』の三つの版本



『萬葉集』の三つの版本



（2）長澤文庫 

 

◎  原蔵者：長澤伴雄（1808-1859） 

◎  昭和 7（1932）年 2月 25日 

  大阪の「杉本梁江堂」から購入 

 

 

空襲による損失図書リスト

長澤伴雄の蔵書記



『絡石の落葉』稿本群

『絡石の落葉』の本文



『絡石の落葉』原稿

『絡石の落葉』の本文



『繪本智恵鑑』

『繪本智恵鑑』の本文



『繪本桜狩』

『繪本桜狩』の本文



（3）上田文庫 

 

◎  原蔵者：上田萬年（1867-1937） 

◎  昭和 5（1930）年 10月 10日購入 

 

上田文庫の所蔵品



『自惚鏡』 『自惚鏡』の序



『傾城買二筋道』 『傾城買二筋道』の序



『碁太平記白石噺』 『碁太平記白石噺』の本文



 

ニ、日本人の台湾研究 

(1) 伊能文庫 

◎  明治、大正時代に出版した台湾関係の洋裝書 
◎  台湾史関係資料写本（彙鈔） 
◎  民俗・歴史・言語による田野調 の応 筆記 
◎  伊能嘉矩の著作、未刊原稿、 誌雑  
及び新聞の切り き応  

◎  未刊行の他人意見書、調査資料 
◎  伊能嘉矩の研究構想系統図など 

伊能嘉矩
（ 1867-1925 ）



伊能嘉矩『臺灣文化志』の手稿



『臺灣文化志』の挿絵

『臺灣文化志』の目次



伊能嘉矩『臺灣事要』の草稿

伊能嘉矩『蕃語編纂方針』



台湾原住民の種族別と生活地域図



伊能嘉矩『蕃人研究標準』



(2) 田代文庫 

◎  原蔵者：田代安定 

◎  植物学研究及び調査報告 

   台湾植物学研究の濫觴 

 
 

『臺灣産繊維植物』



『内外植物備忘録』 『爪哇恒春種子目録』



『台南縣森林調査書』目次



『開拓年代圖』



『亜細亜協会報告台湾植物目録　万国経済植物名鑑』

『有用植物調査復命書』



「恒春支島之位置」

「恒春林業試験支場区域ニ関スル件」



(3) 台湾の旧写真 

台湾総督府
日本統治 50 年間で建築された最大の建築物。台北の日本人居住区である
城内のほぼ中央に位置する。高さが 60 ｍある中央塔からは、台北の街が
ほぼ全体見渡せたそうだ。塔には台湾初のエレベーターが設置された。 
７年の建設期間を経て 1919 年竣工。建物は東向き（日本の方向）に建っ
ており、上から見ると”日”の構造になっている。辰野式建築の代表作。
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台湾総督府組織図



台北廳廳舎
日本統治時代、台湾の行政は五州三廳に分けられており、台北廳は現在
の台北市、台北県、宜蘭県および基隆市を包括していた。大正 4 年
（ 1915 ）、日本人が多く集う行政と商業の中心である城内の外に、地
方行政の中心である台北廳廳舎が竣工。大正 9 年（ 1920 ）台北廳は台

北州に改められる。 



台北帝国大学文政学部
鉄筋鉄骨二階建て、折衷様式を採用。外壁には淡褐色の北投産タイルが
使用されている。車寄せを抜け、正面玄関に入ると、広々としたホール
と二階までの吹き抜けがあり、モザイクタイルでデザインされた階段廻
りの意匠の美しさに見とれてしまう。踊り階段を経て二階へ上がると、

８本のイオニア式柱が配置され、優美な空間を演出している。 



児玉総督後藤民政長官記念館
大正 2 年（ 1913 ）、清時代の台北府城天后宮の跡地に、児玉総督後藤民政
長官記念館を建設。同 4 年竣工、台湾総督府民生部殖産局付属博物館とし
て利用される。日本統治時代、商業や金融の中心であった城内の表町に立
地。ドリス式オーダー、ドーム、花模様やメダリオンで装飾された三角ペ
ディメントを有する豪華絢爛なルネッサンス様式建築 。



専売局
1895 年台湾統治を開始した総督府は、 1901 年専売局を設立。食塩、酒、阿片
、樟脳、煙草などを専売とし、統治経営の財源とした。 1913 年、全台湾の専売
事業を統括する専売局を竣工。一時は専売局の収入が、総督府の歳入の 64 ％を
占める財源となったことから、この建物がいかに重要な役割を演じたか想像出
来る。建物は二段階に分けられて建築された。 1913 年に左右の棟が、 1922 年
中央の高塔が建てられた。



日本基督教団台北幸町教会
台湾統治が始まって間もない明治
29 年（ 1896 ）、馬偕牧師と台湾人
豪商・李春生の協力のもと、日本基
督教団幸町教会を成立。大正 5 年
（ 1916 ）、現在の教会を竣工。戦
前は日本人専用の教会となっていた。
戦後、台湾基督長老教会済南教会と
なる。赤煉瓦と石との混合構造とな
っており、歴史を経た煉瓦のくすん
だ色合いが南国の西日に映えて美し

い。 



台北郵便局廳舎
日本統治時代、運輸を担う鉄道の重要性が高まり、大稲珵から現在の台北駅
付近に移転。その後、昭和 5 年（ 1930 ）、当時には珍しい鉄筋コンクリート
三階建ての建築物が建てられた。近代折衷主義を取り入れており、壁面の列
柱や、ロビーの天井部など細部は古典建築の影響を受けている。もともと入

り口は半円アーチが連なる車寄せがあり、また建物は三階建てであった。 



台北西門市場
1896 年、台北西門の外側に木造の簡易市場が作られた。 1908 年、正式に
赤レンガの八角堂と十字型の建物を竣工。市場の名前は町名を取って新起
街市場。八角堂は二階建て、赤煉瓦と鉄筋コンクリート造りで、屋根の鉄
骨が雨傘のように放射状に開いている。その名の通り八面体の建物で、八
角堂と十字型の建物はつなっておる。



北投温泉の公共浴場
1896 年、大阪商人の平田源吾が、この地に台湾最初の温泉旅館”天
狗庵”を開いたのが、北投温泉の発祥と言われる。 1913 年、台北州
庁が静岡県の伊豆山温泉を模倣し、北投温泉公共浴場を開く。外観は
イギリスビクトリア様式を基調に、一階は赤レンガ・鉄筋コンクリー
ト造り、二階は木造構造になっている。



『臺灣時報』第一号の表紙

 

(4) 『臺灣時報』 

◎  台北「東洋協会台湾支部」により 

◎  明治 42（1909）年 1月に創刊 

◎  大正 8（1919）年 5月に停刊 

◎  計 113期を刊行 



『臺灣時報』第一一三号の目次



『臺灣日誌』



『支那及南洋情報』



『支那及南洋情報』の本文



『臺灣協會會報』「樟脳に関する臺灣総督府の諭
告」



『臺灣協會會報』「臺灣総督府令」



(5) 台湾の宗教、民俗に関する資料と図録 

紙銭　牛馬将軍 紙銭　買命銭



嘉義仁武宮の保生大帝符 鹿港城隍爺の霊籤



台北 の龍山寺艋舺



龍山寺の神壇



新竹の城隍廟



台南の開元寺三宝仏



嘉義新港の奉天宮



雲林北港の朝天宮



台南の開山神社



(6)「蕃人所要地調查書」と「蕃人調查表」 
 

「蕃人所要地調査書」と「蕃人調査表」



三、法律関係の旧籍と統計資料 

 

(1)「臺灣法實證研究資料庫」（台湾日治時期統計） 

    (Taiwan Database for Empirical Legal Studies) 

 ◎  収 の内容が完備応  

 ◎  カラー映像 

 ◎  統計資料 

 

(2)「日治法院檔案資料庫」 

   （Taiwan Colonial Court Records Archives） 
 



台湾の島嶼調査



台湾の蕃社調査



台湾の経緯度調査



台湾の気象調査



台湾の土地調査



(2)「日治法院檔案資料庫」 

   （Taiwan Colonial Court Records Archives） 



  おわりに 

 

◎ 台湾大学図書館所蔵の日本研究文献は 

データベース化によって国際学術交流が促進される 
 

◎ 植民地時代の各種の台湾統計資料は 

日本植民史を研究する貴重な文献である 
 

◎ 蔵書の調査、整理、公開することによって 

今後の日本、アジア諸国、欧米の台湾研究に寄与する 

ことができる 
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